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下記の役員等が行橋市暴力団排除条例第２条に規定する暴力団員ではない，又は暴力団，暴力団員と密接な関係にないことを誓約します。
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行橋市暴力団排除条例

　

（定義）

第2条 　この条例において，次の各号に掲げる用語の意義は，それぞれ該当各号に定めるところによる。

（1） 暴力団　暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第７７号）第２条第２号に規定する暴力団をいう。

（2） 暴力団員　暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律第２条第６号に規定する暴力団員をいう。

（3） 市民等　市民及び事業者をいう。　

　（市民等の役割）

第５条　市民は，暴力団の排除のための活動に自主的に，かつ，相互の連携協力を図って取り組むとともに，市が実施する暴力団の排除に関する施策に協力するよう努めるものとする。
　２　　事業者は，その行う事業（事業の準備を含む。以下同じ。）により暴力団を利することとならないようにするとともに，市が実施する暴力団の排除に関する施策に協力するものとする。

　３　　市民等は，暴力団の排除に資すると認められる情報を知ったときは，市及び警察署その他の関係機関に対し，当該情報を提供するよう努めるものとする。

（暴力団の威力を利用することの禁止）
第9条 　市民は，債権の回収，紛争の解決等に関して暴力団員を利用すること，自己が暴力団と関係があることを認識させて相手方を威圧すること等，暴力団の威力を利用してはならない。
　（利益の供与の禁止）

第10条　市民は，暴力団の威力を利用する目的で，暴力団員又は暴力団員が指定した者に対して金品その他の財産上の利益の供与をしてはならない。

２　　　市民は，前項に定めるもののほか，暴力団の活動又は運営に協力する目的で，暴力団員又は暴力団員が指定した者に対して金品その他の財産上の利益の供与をしてはならない。　　
